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Ｐ５…黒滝村イベント

広 報

　　P ６～Ｐ８…決算報告

　　Ｐ 10…健康づくり情報

　　Ｐ 12…お知らせ

く きたろ



22015 年 10 月号

議会議
会
活
動
状
況

9
月

３
日　

奈
良
県
南
部
東
部
地
域
振
興
シ
ン  

　
　
　

ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

南
和
広
域
衛
生
組
合
臨
時
議
会

７
日　

第
６
回
議
会
定
例
会 

正
副
議
長

　
　
　

常
任
委
員
長
打
合
せ

８
日　

県
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　

第
２
回
理
事
会　

10
日　

第
６
回
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会　
　

16
日　

第
６
回
議
会
定
例
会
再
開
・
一
般

　
　
　

質
問
閉
会

29
日　

月
例
出
納
監
査

　

〃　

郡
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
　

第
１
回
理
事
会

30
日　

区
長
会
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の話題村

キレイな村に！
　

８
月
30
日
（
日
）、

村
商
工
会
青
年
部
（
部

長　

山
本
敏
弘
氏
）が
、

村
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
、
ま
た
黒
滝
・

森
物
語
村
周
辺
の
河
川

等
で
、
ク
リ
ー
ン
運
動

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
観
光
客
の

落
し
物
（
ゴ
ミ
）
が
黒

滝
村
に
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
『
自
分
が
出
し
た
ゴ

ミ
は
自
分
で
持
っ
て
帰

る
！
』
皆
さ
ん
も
マ

ナ
ー
は
守
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

カーブミラー清掃・クリーン運動

　

９
月
19
日
（
土
）、
健
民
運
動
場
で
晴
天
の
中
、
第
７
回
黒
滝
や
ま
な
み

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
園
園
児
・
小
学
校
児
童
・
中
学
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
た
く
さ

ん
の
声
援
を
受
け
て
競
技
・
演
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
最
後
ま
で
点
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
最
後
の
リ
レ
ー
で
決
着
が

つ
く
緊
迫
し
た
展
開
で
し
た
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
楽
し
み
な
が
ら
一
生
懸

命
プ
レ
ー
し
、
天
気
同
様
に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
運
動

会
で
し
た
。

　

第７回

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
第
６
回

　

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〔
一
般
質
問
〕

　

村
営
住
宅
に
つ
い
て

　

集
落
周
辺
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

危
機
管
理
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

林
業
振
興
に
つ
い
て

〔
案
件
〕

◆
条
例
改
正
に
つ
い
て

●
黒
滝
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）

●
黒
滝
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）

●
黒
滝
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

　

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部   

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
可
決
）

◆
補
正
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
27
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
（
可
決
）

●
平
成
27
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

に
つ
い
て
（
可
決
）

●
平
成
27
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て　

　
（
可
決
）

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
認
定
）

◆
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険

　

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　

定
に
つ
い
て
（
認
定
）

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特
別

　

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　

て
（
認
定
）

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

に
つ
い
て
（
認
定
）

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

　

つ
い
て
（
認
定
）

●
平
成
26
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

　

い
て
（
認
定
）

◆
そ
の
他

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
同
意

　

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
同
意
）

●
平
成
26
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率

　

の
報
告
に
つ
い
て
（
承
認
）

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

て
（
可
決
）

●
黒
滝
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則
に
つ
い
て
（
可
決
）

●
黒
滝
村
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則
に
つ
い
て
（
可
決
）

入
札
結
果

◆
入
札
日
８
月
26
日

８
人
乗
り

（
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ
）
公
用
車

○
落
札
者　

　

奈
良
日
産
自
動
車
株
式
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

　

２
，
６
５
６
，
８
０
０
円

○
納
入
期
限　

　

平
成
27
年
11
月
30
日
ま
で

黒
滝
村
防
災
行
政
無
線

　

基
本
計
画
策
定
業
務

○
落
札
者　

　

ビ
ー
ム
計
画
設
計
株
式
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）　

　

１
，
０
２
６
，
０
０
０
円

○
納
入
期
限　

　

平
成
27
年
12
月
28
日
ま
で
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８
月
27
日
（
木
）
黒
滝
健
民
運
動
場
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
35
名
の
方
が
参
加
し
、
楽
し
く
も
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　 　

積
極
的
な
活
動
に
よ
り
消
防
団
員
の
確
保
を
通
じ
た
地
域

防
災
体
制
の
充
実
や
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
に
寄
与
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
本
村
消
防
団
が
総
務
大
臣
感
謝
状
を
受

　
　

黒
滝
村
消
防
団　

　
　
　

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

　　♪くろたき♪
♪ミュージックキャンプ♪

　

８
月
22
日
（
土
）、
黒
滝
村

旧
役
場
庁
舎
を
カ
フ
ェ
に
変
身

さ
せ
、
レ
ト
ロ
な
洋
館
の
雰
囲

気
の
中
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
方
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ワ
ン
コ
イ
ン
で
ス
ィ
ー
ツ
と

ド
リ
ン
ク
を
飲
み
な
が
ら
生

歌
、
生
演
奏
を
聴
き
、
心
地
よ

い
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
（
日
）
に
は
、
や

ま
な
み
ス
テ
ー
ジ
で
快
晴
の
な

か
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、

観
客
の
皆
様
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

み
ん
な
が
笑
顔
溢
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

イーゼル芸術工房＆アイドル
　　♪スペシャルライブ♪

　

９
月
６
日
（
日
）、
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
に
て
、『
イ
ー
ゼ
ル
芸
術

工
房
』、『
西
日
本
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

ル
Ｚ
』、『
ま
い
ど
リ
ー
ム
ス
』
の

３
組
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
観
客
席
と
の

距
離
が
近
く
、
み
ん
な
が
一
体
と

な
っ
て
、
楽
し
め
た
ラ
イ
ブ
と
な

り
ま
し
た
。

　

みんなと踊れて

楽しかったシシ！

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
皆
様
に
は
先
般
の

台
風
到
来
の
際
に
も
昼
夜
に
わ

た
っ
て
警
戒
・
水
防
活
動
に
従
事

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
26
日
（
水
）
黒
滝
村
役
場
に
て
第
１

回
黒
滝
村
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
中
前
政
明
氏
、
副
会
長
に
近
藤
美

智
雄
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
黒
滝
村
の
現
状
を
把
握
し
、
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
総
合
戦
略
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
合
い
、
方
針
を
固
め

て
い
き
ま
す
。

つ
い
て　

奈
良
県
立
大
学
生
と
の

　
　
　
　
　�

�

交
流
事
業

　

委
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
黒
滝
村
区
長
連
合
会
会
長　
　

 

中
前
政
明

・
黒
滝
村
商
工
会
副
会
長　

 　

近
藤
美
智
雄

・
黒
滝
村
森
林
組
合
副
組
合
長　

   

中
井
龍
彦

・
奈
良
県
南
部
東
部
振
興
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
浦
慎
治

・
奈
良
県
立
大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
里
美

・
㈱
南
都
銀
行
黒
滝
支
店
支
店
長　

  

河
村　

薫

・
黒
滝
村
誠
心
会
会
長　
　
　

   　

脇
阪
武
男

・
黒
滝
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     
岡
田
龍
子

・
黒
滝
村
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

尾
上
里
砂

・
黒
滝
村
村
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

　

リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

亀
井
隆
平

 

優
勝　
　

安
谷　

亨

準
優
勝　

山
口　

市
之
助

３
位　
　

菊
川　

み
ど
り

一一

黒
滝
村
総
合
戦
略

　
　
　
　

策
定
委
員
会に

　

９
月
14
日
（
月
）
～
17
日(

木)

ま
で
の

４
日
間
、
域
学
連
携
事
業
の
一
環
で
奈
良
県

立
大
学
大
和
里
美
准
教
授
と
ゼ
ミ
生
４
名
が

黒
滝
村
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
村
内
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
始
ま
り
、
誠
心
会
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
や
、
草
木
染
体
験
、
役
場
女
子
職
員

と
新
商
品
開
発
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
奈
良
県
立
大

学
と
交
流
事
業
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▲
 

綺
麗
に
染
ま
り
ま
し
た
！
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会計名

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業勘定

国民健康保険
診療施設勘定

介護保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

下水道事業 59,895,922
(44,880,000)

45,998,650
(28,100,000)

15,294,874
(6,963,773)

184,690,711
(27,476,119)

130,542,324
(5,945,967)

歳　入
（一般会計からの繰入金）

1,474,683,548

歳　入

歳　出

1,407,073,935

歳　出

121,078,120

  79,225,034

184,596,715

15,140,474

45,928,187

58,866,602

67,609,613

差引額

9,464,204

1,608,710

       93,996

  　　 154,400

 　70,463

   1,029,320

差引額

平成２６年度
決算報告

財政調整基金　　　７１０，０２９千円
減債基金　　　　　　　１，２１０千円
ふるさと創生基金　１０７，８７０千円
修学修業基金　　　　　８，３７０千円
智光基金　　　　　　　５，０００千円
中央公民館基金　　　　２，５２０千円
地域振興基金　　　　７３，４４２千円
国民健康保険高額医療貸付基金
　　　　　　　　　　　１，０００千円
国民健康保険財政調整基金
　　　　　　　　　　２３，４９８千円
土地開発基金　　　　１１，９７３千円

農業災害補償基金　　　１，５５２千円
中山間ふるさと水と土保全基金
　　　　　　　　　　　６，１００千円
山林造成基金　　　　２３，８２０千円
林業後継者育成基金　１６，８１０千円
村営住宅基金　　　　７２，９２８千円
　　　　　　　　　　１１，３２７千円
林業振興基金　　　　　５，４６２千円
ふるさと応援基金　　１７，８４６千円
診療所施設減損積立金　　  ８４０千円

合  計　　　　   １，１０１，５９７千円

◆基金（貯金）

◆村債（全会計借入金）

　前年度末未償還元金　　平成２6 年度借入額　　平成２6 年度償還元金　　平成２6 年度末未償還元金

１，１９５，０６４千円　　  　１１３，３００千円　　　１８１，６６１千円　　　 １，１２６，７０３千円

一般会計・歳入
1,474,683,548 円

一般会計・歳出
1,407,073,935 円

（単位：円）

 80,833,744
(4,117,000)介護保険財政調整基金

衛生費　11.89％
167,247,972 円

農林水産業費　8.21％
115,514,835 円

消防費　5.58％
78,466,365 円

土木費　5.49％
77,244,408 円

議会費　2.76％
38,858,814 円

商工費　2.51％
35,375,918 円

労働費　0.16％
2,186,700 円

総務費　16.24％
228,530,817 円

災害復旧費　10.77％
151,489,480 円　

教育費　10.70％
150,612,577 円

公債費　11.48％
161,592,813 円

民生費　13.06％
183,823,236 円

地方交付税　58.69％
865,536,000 円

国庫支出金　13.00％
　191,662,706 円

村債　7.29％
107,500,000 円

繰越金　6.97％
102,856,877 円

村税　4.58％
67,609,788 円

県支出金　4.58％
67,519,462 円 地方譲与税　0.81％

11,950,000 円

分担金及び負担金　
0.93％　

13,644,670 円

諸収入　1.49％
21,914,424 円

その他　0.60％
8,859,806 円

使用料及び手数料　0.45％
6,682,815 円

地方消費税交付金　0.61％
8,947,000 円

諸支出金　１.15％
16,130,000 円
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律の定めにより、健全化判断比率の公表を行います。
いずれの比率も基準を超えることなく、健全であるといえます。

●
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
次

の
健
全
化
判
断
比
率
を
監
査
委
員
の

審
査
後
、
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
を
村
税
等
の

財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
赤
字
等
を
村
税

等
の
財
源
の
規
模
と
比
較
し
て
指

標
化
し
、
村
全
体
と
し
て
の
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し

ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点

で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
料

金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標

化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示

し
ま
す
。

◆
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に

は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や
か
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、総
務
大
臣
・

県
知
事
へ
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
度
、
計
画
の
実
施
状
況
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
し
ま
す
。

　

計
画
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

財
政
の
早
期
健
全
化
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
総
務
大
臣
又
は
県
知
事
よ
り

必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
財
政
再
生
基
準

　

比
率
の
う
ち
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の

場
合
に
は
、
財
政
再
生
計
画
を
定

め
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
速
や

か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
務

大
臣
に
協
議
し
、
同
意
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
度
、
計
画
の
実

施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
ま
す
。

　

計
画
に
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
災
害

復
旧
事
業
を
除
き
地
方
債
の
借
入

が
で
き
ま
せ
ん
。

　 年度別  　　  標準財政規模　　 実質赤字比率　　連結実質　　実　　　質　　将来負担比率　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　赤字比率　　公債費比率

 平成２6 年度　   803,442 千円　　　     -7.84　　　　  -9.38　　       7.2　　　  　 -63.5 　　　　　　　　　　　　　　　　    （黒字）　　　　（黒字）

平成２５年度　　822,936 千円　　　     -7.29　　　　 -9.94　　          8.2　　　  　 -14.4 　　　　　　　　　　　　　　　　     （黒字）　　　　（黒字）

早 期 健 全 化 基 準

  財 政 再 生 基 準
15.00　　　 　20.00　　　　25.0　　　　 350.0

20.00　　　 　40.00　　　　35.0

（単位：％）

　　年度別　　　　　　会計名　　　　 資金不足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 比　　率

平成２6 年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下 水 道 事 業 会 計

平成２5 年度
　　簡易水道事業会計

　　　　　　　　下 水 道 事 業 会 計

経 営 健 全 化 基 準 　　　　　  20.0

◆公営企業会計の資金不足比率 （単位：％）

平成 2 ６年度黒滝村財政健全化判断比率の概要

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の

　
　
　
　
概
要
及
び
用
語
の
説
明

　

平
成
26
年
度
の
黒
滝
村
の
決
算
が
ま

と
ま
り
、
9
月
10
日
か
ら
開
か
れ
た
平

成
27
年
第
６
回
黒
滝
村
議
会
定
例
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
村
が
1
年
間
に
使
っ
た

金
額
と
財
源
と
し
て
入
っ
た
金
額
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て

い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
を
村
が
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
か
の
実
績
報
告
と
も
い

え
ま
す
。

◆
一
般
会
計
◆

　

村
の
会
計
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
平
成
26
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
入
の
総
額
は
、

14
億
７
４
６
８
万
３
５
４
８
円
、
歳
出

の
総
額
は
、14
億
７
０
７
万
３
９
３
５
円
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

６
７
６
０
万
９
６
１
３
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

４
６
１
７
万
２
５
０
円
と
し
、
実
質
収

支
額
は
、
６
２
９
９
万
２
３
６
３
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　村民１人当たりが納めた村税は…
　　　１人当たり　　　  ８４，８３０円 　（１世帯当り　　　１７５，６１０円）

　　
　　村民１人当たりに使われたお金は…
　　　１人当たり　１，７６５，４６３円　（１世帯当り　  ３，６５４，７３７円）

《ともに平成２7 年３月末人口 797 人、世帯数 385 世帯で算出》

議会費
　48,756 円

議会の活動・運営に
使われました。

総務費
286,739 円

事務・管理・企画・
選挙などに使われま
した。

民生費
230,644 円

社会福祉・児童福祉・
老人福祉などに使わ
れました。

衛生費
209,847 円

保健衛生事業・環境
衛生事業などに使わ
れました。

労働費
2,744 円

労働者の退職金など
の補助に使われまし
た。

農林水産業費
144,937 円

農業・林業・水産業
の振興対策に使われ
ました。

商工費
44,386 円

商工業の発展と観光
振興などに使われま
した。

土木費
96,919 円

道路・河川・住宅な
どの建設や管理など
に使われました。

消防費
98,452 円

消火活動・災害・消
防組合などの救急活
動に使われました。

教育費
188,974 円

学校教育・社会教育・
保健体育活動などに
使われました。

災害復旧費
190,075 円

災害の復旧に使われ
ました。

公債費
202,751 円

事業を行った時の借
入金の元金と利子の
償還金です。

▼１人当たりの内訳は…▼

平成２6 年度決算報告

・諸支出金　20,238円
災害復旧工事に伴う残土用土地購入費として使われました。
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　８月 28 日（金）中央公民館で献血が行われ、
51 名の方々が協力してくださいました。みなさま
のご協力により、血液を必要とする多くの方々に
役立てることができます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　保健福祉課　

献血にご協力
ありがとうございました !!

ストレスは心と体に現れます。
　最近ご自身や身近な人の様子が、「いつもと違うな」と思うことは
　ありませんか？                          
・疲れているはずなのに眠れていない                         
・食欲がなく体重が減少している
・家に閉じこもりがちになっている
・これまで楽しんでやれていたことが楽しめない                       
　大きな環境の変化や過度のストレスが原因のひとつかもしれません。
　一人で悩まず、まずは気軽に相談してみましょう。                           
◆対象　村内在住者                        
◆日時　10 月 20 日（ 火 ） 午後 3 時 30 分～ 4 時 20 分
　申込み締切：10 月 14 日（ 水 ）                
　内容：臨床心理士による相談                        
　場所：中央公民館２階児童室                        
　申込み・お問合せ      保健福祉課

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報
　

8
月
26
日
（
水
）
お
や
こ
料
理

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
と
保
護
者
、
小
学
生
の
計

11
名
が
参
加
さ
れ
、
食
生
活
応
援

隊
と
一
緒
に
料
理
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、「
冷
や
し
中
華
、
バ

ナ
ナ
ア
イ
ス
、お
に
ぎ
り
」で
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
包
丁
で
上
手
く

切
っ
た
り
、
卵
の
殻
を
む
い
た
り

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
お
問
合
せ
先　
　

保
健
福
祉
課

お
や
こ
料
理
教
室

こころの相談会

◆
対
象　

1
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で　
　

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者                        

◆
日
時　

10
月
26
日
（
月
）
午
前
10
時
30
分　

　

～
11
時
30
分
ま
で 　

◆
場
所　

黒
滝
こ
ど
も
園

※
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る
場
合
は
事

　

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。                

◆
お
問
合
せ
先　
　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課

　 　

親
子
ヨ
ガ
教
室

　２０００年頃から西日本を中心に、ヒラメやマグロなどの刺身を食べた数時間後、
一過性に嘔吐 ( おうと )・下痢 ( げり ) などを起こす食中毒が年間 60 件ほど報告されて
いました。ところが、その原因となるウイルスや細菌などが、検出されることはありま
せんでした。そのため〝謎の食中毒〟とまで言われて来ました。
　そこで、全国的な調査が行われた結果、２０１０年になりやっとその原因が解明され、

〝クドア・セプテンプンクタータ〟であったことがわかりました。クドア・セプテンプ
ンクタータは、元々ヒラメなどの魚類の筋肉に寄生する粘液 ( ねんえき ) 胞子 ( ほうし )
虫 ( ちゅう ) という寄生虫で、今までヒトに健康被害を与えることはありませんでした。
ところが、突然変異を起こしてしまい〝ヒトに健康被害をおよぼす新種〟のものとなり、
更にヒラメの養殖場を中心に広がってしまったのではないかと推測されています。
　どの程度の割合で発症するかは、今のところ詳しく解っていませんが、クドア・セプ
テンプンクタータが非常に多く体内に取り込まれた時だけ、発症するのではないかと考
えられています。その症状は、食後４～８時間位経って、嘔気・嘔吐、胃部の不快感、
腹痛、下痢等を一過性に起こします。しかし、これらの症状は軽く数時間程度で治まっ
てしまい、重症化することはありません。また、発症した本人から家族等へ感染が広が
ること（二次感染）もありません。
　これまでクドア・セプテンプンクタータが原因の食中毒は、７～ 10 月にかけて集中
して発生しており、今がちょうどこの時期に当たるため、飲食店などで魚の刺身を食べ
た後、短時間のうちに嘔吐、腹痛、下痢などの症状が一過性に出た時は、このクドア食
中毒かもしれません。
 　

　奈良県医師会

　　　　　　　　　　寄生虫
      『クドア・セプテンプンクタータ』による食中毒



『全国道路・街路交通情勢調査のお知らせ』
　　～自動車の利用実態に関する調査～

　
　下市消防署では、住民の方々が自由に参加して頂ける『実技救命講習会』を開催します。
この講習会は、「救命入門コース」を受講した方が、受講日からおおむね１２ヶ月以内にこ
の講習を受講することで、普通救命講習を修了したものと認定できる、実技を主体とした
講習です。救命入門コースからのステップアップとして受講する際の講習です。
大切な命を救うため、ぜひこの機会に講習会にご参加ください。

◆日　　時　　平成 27 年 11 月７日（土）　９：００～１１：００
◆場　　所　　奈良県吉野郡大淀町土田１８７番地
　奈良県広域消防組合　大淀消防署　３階
◆対 象 者　　「救命入門コース」の受講日からおおむね 12 ヶ月以内の方
◆受講費用　　無料
◆定　　員　　30 名
◆募集締切　　平成 27 年 10 月 31 日（土）
　（定員に達した時、募集を締め切る場合があります。）
◆申込方法　　下市消防署救急係へ電話でお申込みください。
　　　　　　℡０７４７－５２－２２９９

『実技救命講習会』のお知らせ
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平
成
28
年
度
か
ら

軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

●
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
軽

　

自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す
。

①
軽
自
動
車
な
ど
の
税
額
は
、
平
成
27
年

　

4
月
１
日
以
降
に
取
得
し
た
車
（
新　

　

規
検
査
を
受
け
る
車
）が
対
象（
第
２
表
）。

　

軽
自
動
車
税
は
、購
入
し
た
翌
年
度（
平

　

成
28
年
度
）
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
し
、
グ　

　

リ
ー
ン
化
を
進
め
る
た
め
、
最
初
の
新

　

規
検
査
年
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
自

　

動
車
は
、
平
成
28
年
度
以
降
、
下
記
の

　

と
お
り
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
（
第
２
表
）

　

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
新
規
登
録
し
た
軽　

　

自
動
車
は
、
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過　

　

す
る
ま
で
は
、
現
行
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

第１表　　原付、計二輪、小型二輪、小型特殊自動車

車　　種

4,700円

１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

3,600円

6,000円

2,400円

5,900円その他

現行 改正後

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,400円

4,000円

1,600円

５０ｃｃ超　９０ｃｃ以下

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下

ミニカー

２５０ｃｃ超

農耕作業用

原付

軽二輪

小型二輪

小型特殊

５０ｃｃ以下

第２表　軽自動車など

現行 改正後

3,100円 3,900円

自家用 7,200円 10,800円

営業用 5,500円 6,900円

自家用 4,000円 5,000円

営業用 3,000円 3,800円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

三　輪

四輪以

上

軽

自

動

車

車種
課税標準

乗用

貨物

重課税率

4,600円

新
築
・
増
改
築
家
屋
調
査
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
固
定
資
産

税
の
評
価
を
行
う
た
め
、
新
築
家
屋

や
増
改
築
さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に
、

役
場
職
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
で
そ
う

い
っ
た
家
屋
の
調
査
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
る

と
共
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
壊
し
し
た
家
屋
が
あ
る

場
合
も
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　
　
　
　

住
民
生
活
課

奥
大
和
ゆ
う
ゆ
う
祭

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
奥
大
和
の
、
美
味

し
い
も
の
、
ス
ィ
ー
ツ
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
場
所

　

宇
陀
市
総
合
体
育
館

◆
日
時

　

10
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
お
問
合
せ
先

南
部
東
部
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
開

催
協
議
会
（
県
南
部
東
部
振
興
課
）

　

  

☎
０
７
４
４
‐
４
８
‐
３
０
１
５

　
　
　国土交通省では、都道府県、政令指定市及び高速道路会社と連携して、平成 27 年９月～
11 月にかけて、全国道路・街路交通情勢調査を実施します。
　交通情勢調査は、昭和 3 年から概ね 5 年毎に実施している全国的な規模の調査であり、
道路と道路交通の実態を把握し、道路の計画、建設、管理などについて基礎資料を得るこ
とを目的とし、道路の状況調査や自動車をお持ちの方を対象にしたアンケート調査による、
自動車の利用実態に関する調査を実施します。
　なお、アンケート調査は、自動車をお持ちの方の中から無作為に抽出されたご家庭に調
査票を配布しますので、調査へのご協力をお願いします。
　
◆お問合せ先 　国土交通省　近畿地方整備局
　　　　　　奈良国道事務所　調査課　0742-33-1391



税 等 の 納 期
11 月２日（月）

住民税　　　　  　 第 3 期
国民健康保険税   　第 4 期
介護保険料　　   　第 4 期
後期高齢者医療保険料       第 4 期
　忘れずに納付しましょう！

毎月１１日は
【人権を確かめあう日】　
　　　　　　　　　です

　人権とは、人間が幸せに生き
ていく権利です。
　すべての人間が生まれながら
に持っている基本的な権利です。

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　中央公民館図書コーナーには約 5,300 冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は教育委員会へ、連絡してください。
■ 今月のおすすめ

図
書 室 だ よ り

（児童書）　フランダースの犬　／　ウィーダ　
　　　　　　　　　　　　　（訳　松村　達雄）
　貧しくとも心優しい少年ネロと、パトラッシュ
との深い友情を描く不朽の名作。
　たいへん有名で、テレビアニメとして放映さ
れたこともあるこの作品ですが、読み物として
もとても読みやすい作品です。
　子どもの読書離れが叫ばれている今日、読書
に慣れ親しんでいただくにはぴったりの内容と
なっておりますので、お勧めいたします。

（実用書）驚異の無公害食品  　／　　木崎　国嘉　　

（小説）　 日本掌編小説秀作選   ／　　大西　巨人　　

（時代小説）　水戸黄門　　　　／　　大佛　次郎
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消
費
者
生
活
相
談
窓
口

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
28
年
度
に
入
学
を
希
望
す
る
障
害
の
あ

る
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

本
校
の
肢
体
不
自
由
教
育
及
び
病
弱
教
育

に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
奈
良
県
内
全
域
を
対

象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
重
度
で
通
学
困
難
な
肢
体
不
自

由
を
有
す
る
生
徒
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問

し
て
行
う
教
育
で
す
。

◆
日　

時　

〈
中
学
部
〉

　

平
成
27
年
11
月
26
日
（
木
）
９
時
10
分
～
13
時

明
日
香
養
護
学
校

第
２
回
体
験
学
習

（
中
学
部
・
高
等
部
・
病
弱
部
門
）

◆
日
時　

毎
週
火
曜
日

　
（
祝
日
及
び
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日　

は
除
く
）

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場
所　

　

下
市
町
役
場　

　
　
　

☎
０
７
４
7
‐
5
２
‐
０
０
０
１

◆
相
談
料　

無
料

◆
主　

催　

　

吉
野
郡
消
費
者
生
活
実
践
連
絡
協
議
会

◆
お
問
合
せ
先　
　
　
　

住
民
生
活
課

　

142015 年 10 月号

　・黒滝グラウンドゴルフ同好会
　・男性料理倶楽部
　・大正琴　虹の会
　・赤滝おしゃべり会
　・脇川サロン
　・サロン鳥住

　

下記の団体はポイント対象になります。
　　　　　（平成 27 年９月 15 日現在）

元気ふれあい活動ポイント制度対象事業

　・サロンやすらぎ
　・長瀬サロン
　・ひまわり会
　・ゲートボール黒滝チーム

ぜひ
活用して
シシ！！

上記団体の活動の様子の写真がございましたら、役場までご提供願います。

〈
高
等
部
・
病
弱
部
門
〉

　

平
成
27
年
11
月
16
日
（
月
）
９
時
10
分
～
13
時

◆
場　

所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

◆
日
程
及
び
内
容　

　

９
時
10
分
～
９
時
20
分　

受　

付

　

９
時
20
分
～
９
時
30
分 

　
　
　
　
　
　

あ
い
さ
つ
・
日　

程
説
明

　

９
時
30
分
～
11
時
20
分　

体
験
学
習

※
体
験
学
習
に
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

11
時
25
分
～
12
時　

学
部
別
教
育
相
談

　

12
時
～
13
時　
　
　

給
食
試
食

※
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
個
別
に
体
験
学

　

習
を
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
に
つ
い　

　

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
対
象
者　

・
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
と

　

そ
の
保
護
者
及
び
関
係
職
員

・
病
弱
教
育
対
象
の
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

及
び
関
係
職
員

　

な
お
、
訪
問
教
育
・
病
弱
部
門
に
つ
い

　

て
は
県
下
全
域
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
参
加
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
保
護
者
が
電

　

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
３
４
‐
０
１
４
１　

　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０　

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
　
　

☎
０
７
４
４
‐
５
４
‐
３
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

前
田

※
な
お
、
病
弱
部
門
は
給
食
が
あ
り
ま
せ

　

ん
の
で
、
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

 
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て　

～
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
～

　

交
通
マ
ナ
ー
の
よ
り
一
層
の
向
上

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
21
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
水
）

に
か
け
て
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
交
通
対
策

協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び
交
通

安
全
母
の
会
の
方
々
が
中
心
と
な
っ

て
運
動
を
展
開
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
中
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
を
機
会
に
黒
滝
村

に
お
け
る
交
通
事
故
を
な
く
す
と
共

に
、
交
通
マ
ナ
ー
の
よ
り
い
っ
そ
う

の
向
上
を
目
指
し
て
、
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

育
児
経
験
等
を
生
か
し
て
、
地
域
の
子
育

て
支
援
分
野
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
方
に
対
し
、
必
要
と
な
る
知
識

や
技
能
等
を
修
得
す
る
た
め
の
「
子
育
て

支
援
員
研
修
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
主　
　

催
：
奈
良
県

◆
対 

象 

者
：
育
児
経
験
等
を
生
か
し
て
、

　

地
域
の
子
育
て
支
援
を
す
る
こ
と
に
関
心
の

　

あ
る
方

◆
定　
　

員
：
２
０
０
名

◆
受 

講 

料
：
無
料

◆
募
集
期
間
：
10
月
1
日
～
31
日

◆
日
程
や
場
所
等
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム　

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
左
記
ま
で

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
ara.jp

/　

　
　
　
　
　
　

ite
m

/
1

4
5

7
0

1
.

htm
#item

id145701

◆
申
込
み
・
お
問
合
わ
せ
先

　

株
式
会
社　

ニ
ッ
ソ
ー
ネ
ッ
ト　

　
　
　

☎ 

０
１
２
０
‐
９
３
３
‐
４
５
１

子
育
て
支
援
員

研
修
受
講
者
募
集
！

気をつけ
よう！！



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村

の
よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努

力
に
学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集

し
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る

村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
こ
の
憲

章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ

り
住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り

に
努
め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み

ち
た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に

し
、
若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生

涯
学
習
の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興

に
努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ

る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な

で
支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の

も
て
る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（9 月１日現在）

　　男　　３６５　人　　（－４）
　　女　　４０９　人　　（－１）
　　計　　７７４　人　　（－５）
　世帯　　３８１　世帯　（－１）

くろたきテレビ
11ch で放映中

11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。

困ったら 一人で悩まず 行政相談
行政相談所を開催します

　10 月 19 日（月）から 25 日（日）までの一週間は「行政
相談週間」です。
　登記・年金・保険・雇用など、国の仕事について、わから
ないこと、困りごとがありましたら、行政相談委員が開設す
る行政相談所でお気軽におたずねください。
　相談は無料・秘密厳守です。
＜行政相談委員が開催する行政相談所＞
●日時　10 月 23 日（金）午後 1 時 ～ 午後 5 時
●場所　黒滝村役場　２階　委員会室
●相談のお相手　行政相談委員  　田 初 氏（TEL：62-2555）
●お問合せ先　　　総務課　☎ 62-2031（代）
＜登記・税金・年金など　行政なんでも相談所＞　
行政なんでも相談　法律相談併設！！
●日時　10 月 20 日（火）午前 10 時 30 分～午後３時 30 分
●場所　イオンモール橿原 １階 サンシャインコート

（橿原市曲川町７丁目 10 －１）
●日時　10 月 28 日（水）午前 10 時 00 分～午後３時 30 分
●場所　イトーヨーカドー奈良店４階イベント広場

（奈良市二条大路南１－３－１）
●相談内容　司法書士、税理士、社会保険労務士、弁護士な
　どの各分野の専門家が、登記や税金、年金などに関する
　相談のほか、相続などの身近な法律問題の相談に対応し
　ます。相談は無料で秘密厳守、予約はいりません。
●お問合せ先　奈良行政評価事務所　☎ 0742-24-1100

善 意 銀 行 （９月 10 日受理分まで）

皆さまの善意に対して心から感謝申し上げます。

役　場　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　   ～ 9203】
防災無線電話音声対応サービス

（専用ダイヤル）　   62-9010
教育委員会　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診 療 所　　　　　 62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　   62-2621
デイサービスセンター

（社会福祉協議会）   62-2850  
IP 電話【050-5000-6127】
こもれびホール　   62-2280
黒滝駐在所　　　   62-2034
　観光施設に関することは、
観光施設指定管理者

（株）黒滝森物語村 62-2770
　　　IP 電話【050-5005-1865】

茶田　勝也　様（笠木）亡母 馨子さん満中陰粗供養として 10 万円

徳口


